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新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

明
け
ま
し
て

　
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

組
合
員
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

健
や
か
に
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃
よ
り
農
業
共
済
事

業
並
び
に
収
入
保
険
事
業
の
運
営
に
格
別
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
埼
玉
県
で
は
幸
い
に
も
自
然
災

害
に
よ
る
大
き
な
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
全
国
的
に
流
行
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
農
業
者
の

皆
さ
ま
の
中
に
は
販
路
の
喪
失
等
に
よ
る
大

組合長理事

井 上　 清

本
年
も
よ
ろ
し
く

　
　
お
願
い
い
た
し
ま
す
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全
国
農
業
共
済
協
会
主
催

「
令
和
２
年
度
全
国
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
大
会
」が

開
催
さ
れ
ま
し
た

　
　
　

令
和
２
年
11
月
24
日
、
東
京
都
・
メ
ル
パ
ル
ク
ホ
ー
ル
に
て

「『
安
心
の
未
来
』
拡
充
運
動
令
和
２
年
度
全
国
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
大

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　

こ
の
大
会
で
は
、
農
業
共
済
の
適
切
な
運
営
に
一
層
努
め
る

と
と
も
に
、
収
入
保
険
の
実
施
主
体
の
役
割
も
加
え
、
「
備
え

あ
れ
ば
憂
い
な
し
」
の
農
業
生
産
体
制
の
幅
広
い
構
築
を
目
指

す
と
し
た
大
会
決
議
を
採
択
し
ま
し
た
。

　
　
　

ま
た
、
各
種
表
彰
が
行
わ
れ
、
本
県
で
は
次
の
方
々
が
功
績

者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ
ま
し
た
皆
さ
ま
に

は
、
心
か
ら
感
謝
し
、
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。第１号表彰　共済連絡員（共済支部長）、損害評

価員、嘱託・指定獣医師として、農業共済事業
の運営と進展に協力し、顕著な功績があった者
第２号表彰　役員としての勤続年数が表彰実施
年度の前８年以上にわたる者で、顕著な功績の
あった者　

◆
令
和
２
年
度　
農
業
共
済
功
績
者
表
彰

（
敬
称
略
）

第
２
号
表
彰

中
部
統
括
管
内

　
　
伊
田　
由
夫

（
吉
見
町
）

第
１
号
表
彰

東
部
統
括
管
内

　
　
鈴
木　
　
繁

（
吉
川
市
）

第
１
号
表
彰

北
部
統
括
管
内

　
　
小
河　
清
人

（
皆
野
町
）

幅
な
収
入
減
少
と
な
っ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
事
態
に
対
し
、
農
業

共
済
組
合
で
は
農
業
者
の
早
期
の
経
営
再
開

及
び
営
農
継
続
に
向
け
、
収
入
保
険
に
よ
る

補
て
ん
及
び
共
済
金
の
早
期
支
払
い
、
つ
な

ぎ
融
資
に
よ
る
迅
速
な
資
金
対
応
等
に
組
織

を
挙
げ
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
は
、「
収
入
保
険
事
業
」
の
実

施
主
体
と
し
て
、
ま
た
今
ま
で
の
農
業
共
済

事
業
の
運
営
主
体
と
し
て
「
備
え
あ
れ
ば
憂

い
な
し
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
農
業
経

営
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
重
要
な

役
割
を
果
た
す
た
め
、
よ
り
一
層
各
種
事
業

の
推
進
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
本
年
も
役
職

員
一
同
、「
農
家
の
た
め
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
」
を

目
指
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
一
刻
も
早
い
終
息
を
願
い
ま
す
と
と
も
に
、

組
合
員
の
皆
さ
ま
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
康
と

ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭

の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

見
沼
田
ん
ぼ
よ
り
新
都
心
、
秩
父
方
面
を
望
む

（
見
沼
区
大
道
東
橋
）
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「
農
業
は
、
広
大
な
自
然
の

中
で
風
や
匂
い
を
感
じ
な
が

ら
体
を
動
か
せ
る
。
仕
事
と
し

て
最
高
で
す
」
と
話
す
洋
史
さ
ん
。

　

現
在
、
借
り
た
農
地
約
７
㌶
で
特

別
栽
培
米
の
「
彩
の
き
ず
な
」
や
「
コ

シ
ヒ
カ
リ
」、
米
粉
用
米
等
を
栽
培
。

農
地
の
う
ち
お
よ
そ
４
㌶
は
遊
休
農
地

や
休
耕
田
を
開
拓
し
ま
し
た
。

　

小
さ
い
頃
か
ら
祖
父
・
知
二
さ
ん

（
91
）
の
農
作
業
を
手
伝
い
、「
い
つ
か

自
分
も
農
業
を
仕
事
に
」
と
い
う
憧
れ

を
抱
く
よ
う
に
。
大
学
卒
業
後
は
消
防

士
と
し
て
働
い
て
い
ま
し
た
が
、
夢
を

叶
え
る
た
め
令
和
２
年
に
退
職
し
、
就

農
し
ま
し
た
。

食
味
コ
ン
ク
ー
ル
で
高
評
価

　
「
よ
り
多
く
の
人
に
自
分
が
作
っ
た

お
米
を
食
べ
て
ほ
し
い
」
と
洋
史
さ
ん
。

美
味
し
さ
の
根
拠
付
け
や
付
加
価
値
を

付
け
出
荷
す
る
こ
と
に
努
め
、
日
本
食

味
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
品
し
た
り
、
特
別

栽
培
米
を
手
掛
け
る
な
ど
精
力
的
に
米

作
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
30
年
の

日
本
食
味
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
85
点
を
獲

得
し
て
い
ま
す
。（
80
点
以
上
が
良
食
米

と
さ
れ
ま
す
）

　
「
今
後
は
経
営
規
模
を
拡
大
し
、
一

人
で
20
㌶
は
こ
な
し
た
い
。
い
ず
れ
は

法
人
化
を
視
野
に
、
遊
休
農
地
や
休
耕

田
の
解
消
に
も
取
り
組
み
た
い
で
す
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

農を彩れ
憧
れ
の
農
業
を
仕
事
に

川
越
市　
田
中　
洋
史
さ
ん
（
36
）

　

宮
代
町
の
㈱
新
し
い
村
で
経
営
す
る

「
森
の
市
場
『
結
』」
で
は
、
地
元
野
菜

や
加
工
品
を
直
売
し
て
い
ま
す
。
中
で

も
、
地
元
農
家
が
生
産
し
た
果
実
を
原

材
料
と
し
た
ジ
ャ
ム
作
り
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。

　

ジ
ャ
ム
は
一
つ
一
つ
手
作
り
。
一
度

に
作
る
量
を
１
５
０
ｇ
入
り
の
瓶
40
本

〜
50
本
に
制
限
。
少
量
ず
つ
の
加
工
に

す
る
こ
と
で
、
農
家
に
用
意
し
て
も
ら

う
原
材
料
が
10
㎏
程
度
で
済
む
た
め
、

同
じ
果
実
で
も
品
種
ご
と
に
作
り
分
け

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

素
材
を
生
か
し
た
製
法
で

　

果
実
が
持
つ
味
を
生
か
し
た
製
法
に

取
組
み
、
ジ
ャ
ム
に
加
え
る
水
分
量
や

煮
る
時
間
を
調
整
し
て
い
ま
す
。
旬
を

生
か
し
た
製
造
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
組
ん

で
い
る
た
め
、
通
常
店
頭
で
は
５
種
類

ほ
ど
が
販
売
さ
れ
ま
す
。

　

ジ
ャ
ム
の
製
造
を
担
当
す
る
千
葉
さ

ん
は
「
今
後
は
原
材
料
費
が
高
く
な

っ
て
し
ま
う
が
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト

の
ジ
ャ
ム
に
も
挑
戦
し
て
み
た
い
で
す
。

ま
た
、
宮
代
町
の
イ
メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
で

あ
る
紫
色
の
果
物
や
野
菜
を
使
っ
た
も

の
も
作
っ
て
み
た
い
で
す
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　

ジ
ャ
ム
は「
森

の
市
場
『
結
』」

の
中
に
あ
る「
森

の
カ
フ
ェ
」
で

パ
フ
ェ
の
材
料

と
し
て
味
わ
う

こ
と
も
で
き
ま

す
。

地
元
産
果
実
で
手
作
り
ジ
ャ
ム

宮
代
町　
㈱
新
し
い
村　
千
葉　
美
香
さ
ん
（
35
）

１個450円から。森の市場「結」にて販
売

▲  「Tomozy,s Farm　まごころの
お米屋さん。」は就農するきっか
けとなった祖父の名前から
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　掛金・支払共済金の目安

建物共済
　
　

　
近
年
、
全
国
各
地
で
甚
大
な
自
然

災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
埼
玉
県

で
も
平
成
26
年
2
月
の
豪
雪
や
、
30

年
と
令
和
元
年
の
大
型
台
風
は
記
憶

に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
突
然
の
災
害
に
備
え
、
火
災
も
自

然
災
害
も
補
償
対
象
と
な
る
「
建
物

総
合
共
済
」
へ
の
加
入
を
ご
検
討
下

さ
い
。

　
県
内
の
自
然
災
害
に
よ
る
支
払
共

済
金
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
平
成
27
年
か
ら
29
年
の
支
払
共
済

金
の
平
均
が
１
千
６
百
万
円
で
あ
る

の
に
対
し
、
平
成
30
年
は
７
千
６
百

万
円
、
令
和
元
年
は
１
億
１
千
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

自
然
災
害
は
突
然
や
っ
て
き
ま
す

自
然
災
害
に
よ
る　

　
　
　
支
払
共
済
金
は
年
々
増
加

災
害
に
備
え

2,274
1,495 1,270

7,650

11,050

0

3,000

6,000

9,000

12,000

H27 H28 H29 H30 R1

万円
自然災害における支払共済金推移

平
成
26
年
の
大
雪
に
よ
る
倒
壊　

＜例＞2,000万円の価値の建物に、共済金額満額の2,000万円加入した場合

（1）「建物総合共済」2,000万円加入

台風で全壊
した場合

１年間の掛金 支払共済金の目安

臨時費用担保特約
なし 56,000円 2,400万円
20％ 62,400円 2,650万円

（2）「建物総合共済」1,000万円加入 +「建物火災共済」1,000万円加入

台風で全壊
した場合

１年間の掛金 支払共済金の目安

臨時費用担保特約
なし 35,400円 1,200万円
20％ 39,600円 1,400万円

Ｑ　臨時費用担保特約とは？ 
　　Ａ 家の修復中の宿泊費等、修理費以外で臨時の出費に備えるための特約です。
　　　　 損害共済金に、選択いただいた割合を乗じた金額が支払われます。（250万円限度）

建物本体の補償とのセット加入をお勧めします。
　　　　※ 臨時費用担保特約は、10％、20％、30％の中から選択できます。　

災
害
災
害建

物
総
合
共
済
へ
の
加
入
を
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青色申告は、“特典”がたくさん！

青色申告にすれば、収入保険に加入もできます。

　
「
青
色
申
告
」
す
る
た
め
に
は
、
複
式
簿

記
な
ど
の
知
識
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
事
前
に
申
請
書
を
提
出
す
る
な
ど
の
手
続

き
が
必
要
に
は
な
り
ま
す
が
、
下
段
の
表
の

経
理
方
式
の
と
お
り
、
青
色
申
告
の
簡
易
簿

記
を
選
択
す
れ
ば
、
白
色
申
告
と
ほ
と
ん
ど

変
わ
り
な
く
処
理
で
き
ま
す
。

　
青
色
申
告
を
選
択
す
る
と
、
次
の
よ
う
な

特
典
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

青色申告の主要な
3つの特典

①  
所
得
金
額
か
ら
最
高
55
万
円
を

差
し
引
く
こ
と
が
で
き
る

  

※
ｅ-
Ｔ
ａ
ｘ
の
場
合
は
65
万
円

  　
簡
易
簿
記
の
場
合
は
10
万
円

②  

家
族
従
業
員
に
支
払
う
給
与
を

必
要
経
費
に
算
入
で
き
る

③  

赤
字
を
翌
年
以
降
3
年
間
の
黒

字
か
ら
控
除
で
き
る

「
青
色
申
告
」

始
め
ま
せ
ん
か
？

簡単、節税 !
　
青
色
申
告
を
行
う
と
、
税
金
の

面
で
、
白
色
申
告
に
は
な
い
様
々

な
特
典
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

節
税
効
果
の
あ
る
青
色
申
告

を
、
ぜ
ひ
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

監修：税理士
間嶋　順一氏

収入保険

　
ま
た
、
農
業
経
営
収
入
保
険
に
加
入
で
き

る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

　
収
入
保
険
は
、
自
然
災
害
で
の
収
量
減
少

の
ほ
か
、
価
格
低
下
や
盗
難
、
け
が
や
病
気

で
収
入
が
減
少
す
る
な
ど
の
全
て
の
リ
ス
ク

に
対
応
で
き
る
、
農
家
の
新
し
い
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
で
す
。

　

令
和
２
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
や
長
雨

で
の
被
害
に
も
、

し
っ
か
り
と
補

て
ん
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
か

ら
青
色
申
告
を

始
め
る
方
は
、

令
和
３
年
３
月

15
日
ま
で
に
税

務
署
に
「
所
得

税
の
青
色
申
告

承
認
申
請
書
」

を
提
出
す
る
必

要
が
あ
り
ま

す
。
申
請
書
を

提
出
し
、
今
年

か
ら
は
、
ぜ
ひ

青
色
申
告
を
始

め
ま
し
ょ
う
。

申告方式の特徴

区分
青色申告 白色申告

正規の簿記 簡易簿記 現金主義 簡易簿記
青色申告
控除額

55万円
e-Tax：65万円 10万円 －

経理方式 複式簿記 単式簿記
処理方式 発生主義 現金主義 発生主義
収入保険加入 可 不可
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始めたい！と思ったら、
青色申告相談会へ。

　

白
色
申
告
か
ら
青
色
申
告
に
変
え
た

い
方
や
、
青
色
申
告
を
行
っ
て
い
る
方

の
お
悩
み
に
、
税
理
士
の
先
生
が
お
答

え
し
ま
す
。

　

予
約
や
詳
細
は
、
支
所
へ
直
接
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
最
新
の
情
報
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
掲
載
し
ま
す
。

（
参
加
費
・
無
料
）

※
当
日
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
、
マ

ス
ク
の
着
用
、

体
温
測
定
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

青色申告相談会　開催日程
日時 開催支所・電話番号 開催地
2/4 ㈭
10～12時

中部統括支所
049-235-8711

川越市大字下久戸
3523-1

2/8 ㈪
10～12時

秩父支所
0494-22-0647

秩父市永田町
1-8

2/9 ㈫
10～12時

北部統括支所
048-533-8030 熊谷市三ヶ尻 322

2/17 ㈬
10～12時

宮代支所
0480-32-1015

宮代町大字須賀
700-1

2/18 ㈭
10～12時

東部統括支所
048-559-1588

行田市大字下須戸
913

※ 越谷支所エリアにつきましては、ホームページをご確
認ください。

　
令
和
元
年
よ
り
収
入
保

険
に
加
入
し
て
い
ま
す
。

令
和
元
年
は
４
月
の
降
霜

被
害
や
市
場
価
格
の
低
下

に
よ
り
、
約
5
割
の
収
入

減
と
な
り
ま
し
た
。

　
予
想
外
の
収
入
減
に
よ

り
、
年
内
に
購
入
予
定
だ

っ
た
茶
園
管
理
機
を
積
む

ト
ラ
ッ
ク
の
購
入
に
頭
を

悩
ま
せ
ま
し
た
が
、
つ
な

ぎ
融
資
を
利
用
し
、
無
事

に
計
画
通
り
購
入
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

幅
広
い
リ
ス
ク
に
対
応

　
現
行
の
茶
共
済
制
度
で

は
加
工
後
の
販
売
収
入

の
低
下
は
補
償
さ
れ
ま
せ

ん
が
、
収
入
保
険
は
収
入

を
ベ
ー
ス
と
し
た
保
険
で
、

収
入
の
減
少
が
あ
れ
ば
補

償
さ
れ
る
の
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
リ
ス
ク
に
対
応
で
き

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
収
入

保
険
を
後
ろ
盾
に
、
オ
リ

ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
あ
る
煎
茶

作
り
に
挑
戦
し
て
い
き
た

い
で
す
。

つ
な
ぎ
融
資
に
助
け
ら
れ
ま
し
た

お し え て ！

収入保険の掛金は、
経費になるの？

Q
収
入
保
険
に
加
入
し
ま
し
た
。
去
年

の
12
月
に
掛
金
１
回
目
の
納
入
を
し

ま
し
た
が
、
こ
れ
は
経
費
に
な
り
ま
す
か
。

A
保
険
料
と
付
加
保
険
料
部
分
は
、
保

険
期
間
の（
※
）経
費
と
し
て
計
上
で

き
ま
す
！

　
積
立
部
分
は
預
け
金
な
の
で
、
課
税
関
係
は

生
じ
ま
せ
ん
。

収　入　保　険 

第4回

比留間　嘉章さん（63）

経営内容　茶約３ha

入間市

※
た
だ
し
、
毎
年
支
払

っ
た
年
に
計
上
し
て
い

る
場
合
は
、
支
払
っ
た

年
の
経
費
に
で
き
ま
す
。

加
入
者
の
声
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一筆全損特例

一筆半損特約

農作物共済

Q
一
筆
方
式
の
廃
止
で
耕
地
ご
と
の
補
償
が
な
く
な
る
？

A
そ
ん
な
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　
収
穫
皆
無
と
な
っ
た
耕
地
に
つ
い
て
は
「
一
筆
全
損
特
例
」

に
よ
り
補
償
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
５
割
以
上
の
被
害
耕
地
も
補
償
で
き
る
「
一
筆
半
損

特
約
」
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
損
害
評
価
を
目
視
に
て
お
こ
な

う
の
で
、
迅
速
な
対
応
が
可
能
で
す
。

全ての加入方式に追加できます。
5 割以上の被害になった耕地に対して目視にて評
価をおこない、最大２割の共済金をお支払いします。

（例） 耕地Ｃのみがイノシシにより５割以上の被害を受けた場合

品
質
も
補
償
す
る

加
入
方
式
と
は
？

　

収
量
の
減
少
だ
け
で
な
く
、
品
質
低

下
も
加
味
し
た
補
償
を
ご
希
望
の
方
に

は「
水
稲
品
質
方
式
」へ
の
加
入
を
お
す

す
め
し
て
い
ま
す
。
こ
の
方
式
で
は
水

稲
の
出
荷
情
報
を
も
と
に
、
共
済
事
故

に
よ
る
減
収
お
よ
び
品
質
低
下
が
あ
っ

た
場
合
に
共
済
金
を
お
支
払
い
し
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
お
近
く

の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

令和３年産水稲共済
タイプ別おすすめ加入方式

① 収量減少＋品質低下もカバーしたい方
　 ➡ 水稲品質方式（９割補償）
　 ※外見上判断できない被害も補償されます。

………………………………………………

②  今まで大きな被害はなかったが、もし
もの時のために備えたい方

　 ➡ 地域インデックス方式（９割補償）

………………………………………………

③ 飼料用米を作付している方
　 ➡ 半相殺方式（８割補償）

水稲品質方式には
ＪＡ等への出荷データや

青色申告関係書類の出荷情報を
提供できる方が加入できます。

全ての加入方式の補償に含まれています。
全損（収穫皆無）となった耕地に対し、最大７割

の共済金をお支払いします。

（例）耕地Ｃのみがイノシシにより全損となった場合
耕地Ａ

被害無し

耕地Ｂ

被害無し

耕地Ｃ

7割
補
償
部
分

共済金を
お支払い
します。

⎫
⎬
⎭

耕地Ａ

被害無し

耕地Ｂ

被害無し

補
償
部
分

共済金を
お支払い
します。

2割 ｝

収穫皆無

5割以上の被害

おすすめ！
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果樹共済
　

令
和
３
年
産
果
樹
共
済
の

加
入
申
し
込
み
が
始
ま
り
ま

す
。　

　

す
べ
て
の
自
然
災
害
や
病

害
虫
が
対
象
と
な
る
「
半
相

殺
減
収
総
合
方
式
」
へ
の
加

入
が
お
す
す
め
で
す
。

　

ま
た
、
盗
難
や
価
格
の
下

落
な
ど
幅
広
い
補
償
を
お
望

み
の
方
は
収
入
保
険
を
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

▶  受粉期の低温により、結
実不良が生じた梨の木

◀ 晩腐病によるぶどう
の被害果 加

入
申
込
受
付
開
始

園芸施設共済

雪への対策は万全ですか？ 　冬本番となります。下記を参考に、園芸
施設の保守管理を行いましょう。

情
報 □ 最新の気象情報、警報、注意報を常に

チェックしてますか。

融
雪
準
備

□ 暖房機の燃油残量は十分にあります
か。

□ 暖房機は正常に作動するか確認しまし
たか。

□
（発電機を持っている場合）非常用発
電機を加温機、環境制御装置に接続
し、動作確認を行いましたか。

補
強
対
策

□ ブレースや筋かいの留め金具に緩みが
ないか点検しましたか。

□ 基礎部、接続部分、谷の樋・柱に腐
食・サビはありませんか。

補
強
対
策
・
雪
の
滑
落
促
進

□ 谷樋や排水路、ハウスの際などの残雪
やゴミは取り除きましたか。

□ 準備していた中柱をたてるなど応急的
な補強はしましたか。

□ 作物を栽培していないハウスは被覆資
材を外しましたか。

□ 被覆材の表面に雪の滑落を妨げるよう
な突出物はありませんか。

□ 雪の滑落を妨げる防風ネットや外部遮
光資材等が展張されていませんか。

　

令
和
２
年
９
月
に
制
度

が
改
正
さ
れ
、
よ
り
手
厚

い
補
償
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
新
し

く
な
っ
た
園
芸
施
設
共
済

を
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

主
な
内
容
は
次
の
通
り
で

す
。

①
補
償
割
合
が
10
割
ま
で

選
択
可
能
に

　

選
択
で
き
る
補
償
割

合
を
、
最
大
８
割
か
ら

９
割
ま
た
は
10
割
ま
で

引
き
上
げ
る
特
約
が
で

き
ま
し
た
。

②
復
旧
費
用
の
補
償
の
引

上
げ

　

耐
用
年
数
経
過
後
も

経
過
前
と
同
様
の
補
償

を
受
け
る
こ
と
が
可
能

に
な
り
ま
し
た
。

③
小
損
害
不
て
ん
補
１
万

円
コ
ー
ス
を
追
加

　

共
済
金
の
支
払
い
対

象
と
な
る
最
低
損
害
額

が
３
万
円
ま
た
は
共
済

価
額
の
５
％
か
ら
、

１
万
円
も
選
べ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

④
自
力
復
旧
も
共
済
金
の

対
象
に

　

自
力
復
旧
し
た
場
合

の
労
務
費
も
復
旧
費
用

の
支
払
対
象
に
な
り
ま

し
た
。
労
務
費
相
当
額

と
し
て
１
０
０
円
／
㎡

が
支
払
わ
れ
ま
す
。

降雪により潰れたハウス

制
度
改
正
に
よ
り

補
償
が
拡
充　
　

 降雪前の点検事項
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「
美
味
し
く
て
健
康
に
良
い
マ
コ
モ

タ
ケ
の
魅
力
を
も
っ
と
多
く
の
方
に
知

っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
山
崎
さ
ん
。
平

成
14
年
に
中
国
か
ら
日
本
へ
留
学
し
、

日
本
語
学
校
、
調
理
師
専
門
学
校
、
建

築
専
門
学
校
を
経
て
、
建
築
会
社
に
就

職
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
自
営
で
内
装

の
仕
事
を
手
掛
け
る
も
、
農
業
の
楽
し

さ
を
見
出
し
農
業
大
学
校
へ
。
平
成
28

年
に
新
規
就
農
し
ま
し
た
。

　

マ
コ
モ
タ
ケ
は
イ
ネ
科
多
年
草
の
マ

コ
モ
と
い
う
植
物
に
黒
穂
菌
と
い
う
共

生
菌
が
作
用
し
、
茎
が
大
き
く
膨
ら
ん

だ
も
の
で
、
そ
の
膨
ら
ん
だ
部
分
を
食

し
ま
す
。
中
国
で
は
一
般
的
な
食
材
で

食
物
繊
維
や
ミ
ネ
ラ
ル
、
カ
リ
ウ
ム
と

い
っ
た
栄
養
が
豊
富
に
含
ま
れ
る
健
康

食
材
で
す
。
ク
セ
の
な
い
食
材
で
油
と

の
相
性
も
良
く
、
焼
く
、
炒
め
る
、
揚

げ
る
な
ど
様
々
な
調
理
法
で
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

９
〜
11
月
に
収
穫
期
を
迎
え
、
多
い

日
に
は
１
日
２
０
０
㎏
ほ
ど
収
穫
し
ま

す
。
収
穫
は
全
て
鎌
で
手
刈
り
し
、
最

も
労
力
の
い
る
作
業
と
の
こ
と
。
マ
コ

モ
タ
ケ
は
Ｊ
Ａ
く
ま
が
や
に
出
荷
し
て

お
り
、
自
宅
で
の
直
売
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　農家さんの育てた自慢の農産物と、
おいしい食べ方をご紹介

我が家の一品

　

山
崎
秀
良
さ
ん
は
、
妻
・
敏

芳
さ
ん
（
43
）
と
と
も
に
、
マ

コ
モ
タ
ケ
４
品
種
を
中
心
に
露

地
野
菜
や
米
の
生
産
を
し
て
い

ま
す
。

　

今
回
は
調
理
師
の
資
格
を
持

つ
秀
良
さ
ん
に
、
マ
コ
モ
タ
ケ

を
使
っ
た
「
中
華
風
マ
コ
モ
タ

ケ
炒
め
」
と
「
マ
コ
モ
タ
ケ
の

か
き
揚
げ
」
の
レ
シ
ピ
を
伺
い

ま
し
た
。

栄
養
満
点
食
材

「
マ
コ
モ
タ
ケ
」

熊
谷
市
上
新
田

山
崎
　
秀
良
さ
ん
（
40
）

山崎農園　熊谷市上新田 179-1
　　　　　販売ＴＥＬ：080-3357-8917

作り方
1  マコモタケ、赤・青とうがらしは乱切り、ネギ、にん
にくは薄切りにし、豚肉は一口大に切る。
2  油をひいたフライパンに豆板醤を入れ香りが出たら、
ネギ、にんにく、豚肉を炒める。豚肉に火が通った
らマコモタケ、赤・青とうがらしを入れ、軽く炒める。
3  料理酒を入れアルコールがとんだら、水を入れ水分が
なくなるまで3分程度煮込む。
4 仕上げに☆で味をととのえ、完成。

作り方
1 マコモタケは千切り、ネギは薄切りにする。
2  ボウルに卵と水を入れて混ぜたあと、小麦粉を加
え、混ぜる。
3  ２にマコモタケ、ネギ、塩、こしょうを入れて混ぜ
る。
4  160～180℃に熱した油に、３をお玉などですくっ
て鍋のふちから滑らせるように落とす。
5 泡が少なくなりきつね色になるまで揚げたら、完成。

材　料（２人前）
マコモタケ
　…2～3本
　(150g～200g)
ネギの白い部分
　…1本
赤・青とうがらし
　…2～3本
にんにく…2かけ　豚肉…80ｇ

▼調味料
　豆板醤…小さじ1　☆醤油…小さじ1　　☆塩…少々
　●油…大さじ2　　　料理酒…大さじ2　　水…70㏄

ワンポイント　 工程２では、衣の固さを見ながら水分量を
調整する。固めに作るのがおすすめ。

材　料（２人前）
マコモタケ
　…2～3本
　(150g～200g)
ネギの青い部分
　…1～2本
塩…小さじ1　こしょう…少々

▼衣
　小麦粉（薄力粉）…100ｇ　卵…1個　水…200cc
　●油　400cc

マコモタケを使ったおすすめレシピ♪

中華風マコモタケ炒め マコモタケのかき揚げ
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中部統括支所 北部統括支所 東部統括支所
℡ 049-235-8711 ℡ 048-533-8030 ℡ 048-559-1588
東松山支所 本庄支所 宮代支所

℡ 0493-22-0655 ℡ 0495-21-0255 ℡ 0480-32-1015
上 尾 支 所 秩父支所 越谷支所

℡ 048-779-6911 ℡ 0494-22-0647 ℡ 048-965-7251

NOSAIへのお問い合わせは 本　　　所
℡ 048-645-2141

　
全
国
各
地
で
農
畜
産
物
や
農
機

具
の
盗
難
被
害
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
県
内
で
も
、
米
や
野
菜
、
果

物
、
家
畜
、
農
機
具
な
ど
が
盗
ま

れ
る
被
害
が
発
生
し
、
生
産
者
の

皆
さ
ま
に
と
っ
て
は
、
収
入
が
減

少
す
る
だ
け
で
な
く
、
営
農
意
欲

を
失
わ
せ
る
深
刻
な
事
態
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
日
頃
か
ら
高
い
防
犯
意
識
を
持

ち
、
で
き
る
限
り
の
対
策
を
し
た

う
え
で
、
も
し
も
の
時
の
た
め
に

下
記
を
参
考
に
保
険
に
加
入
し
ま

し
ょ
う
。

◆
家
畜
「
死
亡
廃
用
共
済
」

　
▼
補
償
対
象

　
　
　
牛
、
馬
、
豚

　
　
　
※
牛
の
胎
児
お
よ
び
肉
豚

は
除
く
。

◆
保
管
中
農
産
物
補
償
共
済

　
▼
補
償
対
象

　
　
　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
加
入
し
て

い
る
農
産
物
で
、
加
入
者

が
選
択
し
た
も
の

◆
農
機
具
損
害
共
済

　
▼
補
償
対
象

　
　
　
ト
ラ
ク
タ
ー
、
コ
ン
バ
イ

ン
、
田
植
え
機
、
貨
物
自

動
車
、
茶
刈
込
機
な
ど

◆
収
入
保
険

　
▼
補
償
対
象

　
　
　
す
べ
て
の
農
産
物

大切な が狙われています農畜産物
農 機 具

通行人から見える位置に
「防犯カメラ
作動中」のス
テッカーや看
板を設置

トラクターはエンジン
キーを必ず抜き、施錠で
きる場所
へ格納

倉庫の窓や出入り口は
施錠を徹底

収穫物や道具を
畑に放置
しない

防犯カメラ、センサーラ
イト、警報ベルを
設置

飼養頭数をこまめに確認
イト、警報ベルを

キーを必ず抜き、施錠で

収穫物や道具を

盗
難
を
対
象
と
し
た

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
保
険

防
止
対
策

盗
難
被
害
が
多
発



埼
玉

第
1
5
号
　
2
0
2
1
年
1
月

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
　
http://nosai-saitam

a.or.jp/
発
行
　
埼
玉
県
農
業
共
済
組
合

〒330－0835 さいたま市大宮区北袋町1丁目340番地
　　　　　　ＮＯＳＡＩ埼玉　広報係　行

宛先としてハガキに貼って活用してください。

問
題  　
青
色
申
告
を
始
め
る
に
は「
所
得

税
の
青
色
申
告
承
認
申
請
書
」
を

税
務
署
に
提
出
し
ま
す
が
、
令
和
３

年
は
何
月
何
日
ま
で
で
し
ょ
う
か
？

ヒ
ン
ト
は
6
ペ
ー
ジ

応
募
方
法

は
が
き
に
①
答
え
②
郵
便
番
号
③
住
所
④
氏
名

（
ふ
り
が
な
）
⑤
年
齢
⑥
電
話
番
号
⑦
Ｎ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｉ
や
広
報
紙
へ
の
ご
意
見
、
ご
感
想
、
ご
要

望
な
ど
を
記
入
の
上
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
先

　

〒
３
３
０

－

０
８
３
５

　
　

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
北
袋
町
１
丁
目

３
４
０
番
地　

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
埼
玉
広
報
係  

宛

締
切
り

　

令
和
３
年
２
月
26
日
㈮　

当
日
消
印
有
効

　

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
20
名
様
に
、
飯
能
市
の
献
上

飯
能
そ
ば
竹
む
ら
の
「
狭
山
茶
そ
ば
梅
セ
ッ
ト
」
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
。

当
選
者
の
発
表
は
商
品

の
発
送
を
も
っ
て
代
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

■
組
合
広
報
紙
「
お
楽
し
み
ク
イ
ズ
」
の
答
え

12
号
の
答
え

電
話
機　
応
募
総
数　

１
４
９
通

13
号
の
答
え

1
万
円　
応
募
総
数　

１
２
２
通

お
楽
し
み
ク
イ
ズ

表
紙
の
家
族

前
列
右
か
ら
　
飯
田
　
廣
さ
ん
（
80
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
江
さ
ん
（
73
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
真
央
さ
ん
（
10
）

後
列
右
か
ら
　
　
　
　
裕
行
さ
ん
（
15
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
幸
恵
さ
ん
（
45
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
孝
さ
ん
（
45
）

　
「
子
ど
も
達
も
ネ
ッ
ト
の
網
を
張
っ
た
り
、
片
付
け
を

手
伝
っ
て
く
れ
た
り
す
る
の
で
助
か
り
ま
す
」
と
話
す

の
は
白
岡
市
の
飯
田
孝
さ
ん
。
会
社
員
を
し
て
い
ま
し

た
が
、
平
成
25
年
に
新
規
就
農
し
、
父
・
廣
さ
ん
、
母
・

一
江
さ
ん
と
、
梨
80
ア
ー
ル
、
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
15
ア

ー
ル
、
水
稲
３
０
０
ア
ー
ル
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
梨
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
栽
培
に
挑
戦
中
。
作
業
効

率
ア
ッ
プ
で
、
よ
り
丁
寧
な
梨
作
り
を
目
指
し
て
い
ま

す
。「
お
客
さ
ま
に
甘
く
て
ジ
ュ
ー
シ
ー
な
梨
『
白
岡
美

人
』
を
美
味
し
い
と
喜
ん
で
食
べ
て
も
ら
え
る
よ
う
真

心
を
こ
め
、
栽
培
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
孝
さ
ん
は

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

2019年10月１日より、通常はがき料金が
62円 ➡ 63円に変更になりました。

組
合
員
さ
ん
か
ら
た
く
さ
ん
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
組
合
の
運
営

に
活
か
し
て
参
り
ま
す
。

●
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
利
用
価
値
が
低
く
配
布
を
や

め
て
は
ど
う
か
。

60
代
男
性
Ｉ
さ
ん
（
川
越
市
）

●
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
カ
レ
ン
ダ
ー
の
旧
暦
や
行
事
の
内
容
を
参
考
に

で
き
重
宝
し
て
い
ま
す
。

60
代
男
性
Ｙ
さ
ん
（
越
生
町
）

●
収
入
保
険
の
補
て
ん
金
を
も
ら
う
の
は
、
高
い
ハ
ー
ド
ル
で

は
な
い
の
で
す
ね
。
ま
た
、
明
る
い
笑
顔
の
写
真
が
あ
り
若

い
人
達
を
応
援
し
た
く
な
り
ま
し
た
。60代

女
性
Ａ
さ
ん
（
所
沢
市
）

●
表
紙
の
若
者
4
人
の
表
情
に
引
き
込
ま
れ
ま
し
た
。
楽
し
く

農
業
を
し
て
い
る
よ
う
で
、
新
し
い
農
業
を
感
じ
ま
し
た
。

60
代
女
性
Ｋ
さ
ん
（
深
谷
市
）

●
14
号
に
掲
載
さ
れ
た
シ
イ
タ
ケ
の
肉
詰
め
フ
ラ
イ
早
速
作
っ

て
み
ま
し
た
。
と
て
も
美
味
し
い
と
家
族
か
ら
好
評
で
す
。

お
弁
当
に
も
ぴ
っ
た
り
で
す
ね
‼ 

70
代
女
性
Ｓ
さ
ん
（
熊
谷
市
）

●
集
落
、
地
域
、
農
業
を
守
る
小
中
規
模
農
家
で
、
頑
張
っ
て

い
る
方
も
取
り
上
げ
て
も
ら
い
た
い
。60代

女
性
Ｈ
さ
ん
（
行
田
市
）

●
安
い
掛
金
で
大
き
な
補
償
、
た
い
へ
ん
助
か
っ
て
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

60
代
男
性
Ｍ
さ
ん
（
岩
槻
区
）

●
い
ろ
い
ろ
な
地
域
の
こ
と
が
わ
か
り
読
む
の
が
楽
し
み
で
す
。

60
代
女
性
Ｋ
さ
ん
（
越
谷
市
）

今
後
と
も
、
ご
意
見
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
４
８
－
６
４
５
－
２
１
４
１


